
　ＡＩやＩｏＴ＊１などの技術革新は、
人々の働き方や生活を大きく変える
と言われています。今の子どもが社会
で活躍する頃には、必要とされる能
力も大きく変化しているはずです。
　中でも、今後訪れるであろうＡＩ社
会を見据えた時には、子どもに「ＡＩ
を活用できる能力」や「ＡＩには代替
できない能力」を身につけさせるこ
とが不可欠となります。そこで、本
市では、「２１世紀型スキル」「汎用的
スキル」「非認知スキル」の育成を図
るべく教育改革を推進しています。
学校の中だけで、暗記型の問題や答
えが１つしかない課題に１人で取り
組み、正解すれば高い評価が得られ
るといった教育から脱皮しないと、
それらの資質・能力を育むことは不
可能だと考えるからです。
　また、ＡＩ時代には、ＩＣＴを道具
として使いこなせる力も重要である
ことから、すべての市立小・中学校に
ＩＣＴインフラを整備しました。その
際に留意した点は、ＩＣＴを学校に導
入しさえすれば、子どもの学力向上
に直結するわけではないことです。
　従来の授業をＩＣＴに代替させるの
ではなく、それが非認知スキルも含
めた子どもの深い学びに本当に結び

ついているのかを検証し、常に指導
改善を図ることが重要になります。

　ＩＣＴは、ＩＣＴ活用の検証にも有効
です。学校でのＩＣＴ活用には、タブ
レット端末や学習ソフトのような「子
どもの学びを促進するためのＩＣＴの
活用」と、「子どもの学びを分析し、
指導改善に結びつけるためのＩＣＴの
活用」があると思います。一般的に
現在は前者ばかりに意識が向いてい
るようですが、本市は後者について
も積極的に活用しています（図）。
　例えば、かつて警察の犯罪捜査で
は、刑事の経験と勘にその多くが委
ねられていました。しかし、近年は、
それらに加えて、医学や化学などの
科学的な方法も用いられています。
　学校教育においても、それと同じ
ことが可能なはずです。教員の経験
と勘に頼った指導から、ＩＣＴを活用
して子どもの多面的な学びの過程や
結果を測り、そのデータを参考にし
ながら、指導改善に取り組む仕組み
を構築する。つまり、「教育や教室を
科学する視点」を学校教育に取り入
れるべきだと考えています。
　ＩＣＴによって、教員の発問の回数
やタイミング、それに対する子ども

の反応などを分析できれば、暗黙知
とされているベテラン教員の「匠

たくみ

の
技」を可視化できるようになるでしょ
う。そうすれば、ベテランから中堅・
若手への指導技術の継承が、従来と
比べて格段に容易になるはずです。
さらに、子どもがどこでつまずいて
いるのかをＩＣＴで分析できれば、授
業改善のＰＤＣＡサイクルをより効果
的に回していくことも可能です。
　子どもの学びを分析し、よりよい
指導に結びつけるためのＩＣＴの開発
と運用はまだ途上にありますが、ぜ
ひとも形にしたいと考えています。

＊１　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や情報
収集などを行うこと。
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とがさき・つとむ　埼玉県公立中学校教諭、埼
玉県教育局南部教育事務所、埼玉県立総合教
育センター等を経て、2015 年度から現職。内
閣「教育再生実行会議技術革新ワーキング・グ
ループ」有識者、文部科学省「全国的な学力調
査に関する専門家会議」委員、経済産業省「『未
来の教室』とEdTech 研究会」委員等も務める。

指導や学びを「科学する」ために
ICTの積極的な活用を図りたい

埼玉県　戸田市教育委員会　教育長　戸ヶ﨑　勤
埼玉県戸田市では、子どもの学びを分析し、様々な教育活動の場面だけでなく、指導改善につなげる手段としても、
ICT 活用を推し進めようとしている。これからの教育の中で、教育委員会や学校現場は ICTをどう位置づけ、
利用していくべきなのか。内閣の教育再生実行会議のメンバーでもある戸ヶ﨑勤教育長に話を聞いた。

提言

深い学びに結びついているか？
検証と指導改善を続ける

ICT導入の留意点

経験と勘による指導から
科学的分析に基づいた指導へ

ICT導入のねらい
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　教育改革に対応するための様々な
取り組みは、教育委員会だけで進め
ることは不可能です。そこで、本市
では、最先端の開発や研究を行う企
業や研究機関、大学と積極的に外部
連携を進めました。その第１号が、
ベネッセコーポレーションとの包括
連携協定でした。例えば、先に述べた、
教員の指導や子どもの学びを科学的
に計測・分析する研究や、優れた指
導に関するデータ蓄積に取り組んで
いますが、それらは外部機関の協力
があってこそ実現できています。
　また、本市では、「２１世紀型」「汎
用的」「非認知」の３つのスキルの育
成を目指して、P

・

rogramming（プロ
グラミング教育）、E

・

nglish（英語教
育）、E

・

conomic Education（経済教
育）、R

・

eading Skills（読解力）から
成る小中一貫の「戸田市ＰＥＥＲカリ
キュラム」を行っています。各分野
で豊富な知見を有する外部機関との
連携によって、より効果的かつ効率的
に進めることが可能になりました。

　外部との連携で最も重要なのは、
教育委員会や学校が、取り組みの目
的や外部機関に求める役割など「教
育意志」を明確に持つことです。そ
れが曖昧であると、教育委員会や学
校は単なるサービスの受益者に陥っ
てしまい、その教育活動に主体的に
参加できなくなってしまいます。
　本市では、外部機関に学校や教室
を実証の場として提供することを方
針としています。そして、成果や課
題を共有し、さらなる進化を目指し
ています。本市と外部機関の双方に
利益が感じられるWin─Winの関係を
築かなければ、連携は長続きせずに
終わってしまうでしょう。

　積極的な情報発信も、重視する点
の１つです。本市では、教育委員会、
各校の管理職、そして私自身が、そ
の取り組みをＳＮＳ＊３で発信していま
す。その情報に触れた組織や個人か
ら、様々な有意義な情報が寄せられ
ます。情報は、情報を発信するとこ

ろに集まるのです。
　特に、ＩＣＴ教育のような新しい取
り組みは、情報をオープンにするこ
とが成功の鍵になると考えています。
本市の取り組みを包み隠さずに伝え、
それをよいと思った自治体があれば
取り入れていただき、成果や課題を
検証し合うことで、教育の質を加速
度的に高められるでしょう。
　そうした実践では、教育行政に携
わる職員が、教育に関する高い意識
や知識を持つことも重要です。そこ
で、２０１７年度から基礎自治体とし
ては全国で初めて、教育行政職専門
の職員の採用を始めました。また、
将来的には、専門職員を中心とした
教育政策のシンクタンクの設立を計
画しています。市が取り組む様々な
教育活動を、ＩＣＴの活用などで得た
エビデンスに基づいて分析し、新た
な教育政策を立案する機能を持った
組織にする予定です。
　社会に求められる教育を実現する
ためには、できることは今すぐ始め
ないと間に合わないのではないかと
危惧しています。教育委員会や学校
が、果敢に挑戦し続けていくことが
大切ではないでしょうか。

＊２　「ムーブノート」「話し合いトレーニング」「ドリルパーク」の３つのアプリケーションで構成された、ベネッセのタブレット学習プラットフォーム。
＊３　Social Networking Service の略で、ウェブ上での社会的ネットワークサービスのこと。戸田市では、教育委員会、学校、教育長、校長が SNSのアカウントを持っている。
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戸田市での教育における ICT活用図

※「ＥＢＰＭ」はエビデンス・ベースト・ポリシー・
メイキングの略。証拠に基づく政策立案の意。
＊戸田市教育委員会提供資料を基に編集部で作成。

学力調査の
分析力向上と活用

•「全国学力・学習状況調査」
や「埼玉県学力・学習状況
調査」の学校や教員の

パフォーマンス分析、優れた
指導法の発見

学びの
個別最適化

•学びの履歴の電子化
•授業のつまずき解析
•家庭学習を含めた
　個別習熟度別学習

異年齢・
異学年集団の
個別協働型授業
•英語学習
•特別支援教育
•不登校支援や放課後
　補習授業

ICT・コンテンツを
活用した

アクティブ・ラーニング
の推進

•「ミライシード」＊２等

遠隔授業
遠隔研修

•香港日本人学校
•福島県西会津町

ハイテク機器の実証
•超高速プリンタ、
　校務支援システム
•デジタル教科書、
　書画カメラ　等

School Lab Project
•専門家による
　教職員の業務の仕分け
　と働き方改革

Class Lab Project
•「匠の技」の可視化
•「ワクワク感」と
　課題解決学習
•「睡眠力」と学び（医療
　分野との連携）

学びの改革

EBPM※の推進

働き方改革

特集　AI時代を見据えた授業デザイン力を高めるICTの可能性

「教育意志」を持った連携が
Win─Winの関係を築く

外部連携のポイント

自治体間での情報の共有が
教育の質を一層高める

これからの教育に向けて
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